
令和元年度第 3 回北本市文化財保護審議会 

 
と き 令和 2 年 1 月 27 日（月）  

午後 2 時 00 分から 

ところ 北本市庁舎 3 階 3‐B 会議室 

 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 諮  問 

  「デーノタメ遺跡の保存及び活用について」 

 

４ 報  告 

（1） デーノタメ遺跡の最近の動向について  

  ①新聞報道について・・・・・・・・・・・・・・・・・資料 1 

  ➁日本考古学協会の要望書と回答について・・・・・・・資料 2 

  ③デーノタメ遺跡の内容確認調査について・・・・・・・資料 3 

  ④第 3回シンポジウムについて・・・・・・・・・・・・資料 4 

 

５ 議  題  

（1） デーノタメ遺跡の保存及び活用について（諮問）・・・資料 5 

 

６ そ の 他                    

  （1）次回の日程について 

 

７ 閉  会    

 



資料1　デーノタメ遺跡の新聞報道について

著作権により、非公開



  

資料 2 



 



                           北教文発第  号 

                           令和元年 1月 30日 

 

一般社団法人日本考古学協会 

埋蔵文化財保護対策委員会 

委員長 藤 沢  敦 様 

 

 

               北本市長        三 宮 幸 雄 

               北本市教育委員会教育長 清  水   隆 

 

 

   埼玉県北本市デーノタメ遺跡の保存についての要望書（回答） 
 

 一般社団法人日本考古学協会の皆様におかれましては、昭和 23年の設立以来、

日本考古学の発展と文化財の保護と活用に御尽力されておりますことに、心か

ら敬意を表する次第です。 

 このたび令和 2年 1月 10 日、近藤英夫副会長様をはじめ、埋蔵文化財保護対

策委員会の小笠原永隆事務長様、松本富雄幹事様には、本市にお越しいただいた

際に貴重な御意見を賜り、誠にありがとうございました。 

 デーノタメ遺跡は、縄文時代中期から後期の大規模集落が良好に遺存すると

ともに、集落が利用していた低地遺跡が隣接することから、当時の環境変化や植

物資源利用の実態にかかわる多様な情報を残している遺跡です。 

要望書では、こうした本遺跡の特色について全国的に見ても稀有な遺跡であ

るとの評価をいただき、デーノタメ遺跡が極めて重要な遺跡であるとの認識を

新たにしたところでございます。 

 御要望につきましては、下記のとおり回答いたします。 

 

記 

 
１ 現在、本遺跡を国指定史跡とするため、遺跡内に計画されている土地区画

整理事業、都市計画道路の進捗状況を精査し、これら既存の計画と遺跡の

共存に向けた方策について慎重に検討を進めており、早期に方針を定めら

れるように努めてまいります。 

 

２ 遺跡の北西に広がる低地遺跡は、本遺跡にとって重要なエリアと理解して

おりますので、今後も泥炭層の広がりを明らかにする調査を計画的に継続

してまいります。 

 

３ 遺跡の重要性と魅力を市民、県民に広く発信し、本遺跡を住民の共有財産

として地域づくりに活かせるよう、その仕組みづくりに努めてまいります。 

 



 今後とも、市民をはじめとする関係機関の御意見、御要望に傾聴しながら、地

域の歴史資源を活かし、魅力的で住みよいまちづくりを進めていく所存でござ

います。貴協会には御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げますととも

に、デーノタメ遺跡の保存と活用について、御指導を賜りますよう重ねて願い申

し上げます。 



 

    
    
    
    
    
    
     
    
     

  
 

      

 
 

      

 

 

 

 

 

 
 

 



 
 

     

  

    

  

  

 

 

 

  
  

 
  







北教文発第   号   

令和２年１月２７日 

 

 

北本市文化財保護審議会 様 

 

北本市教育委員会 

教育長 清水 隆 

 

 

デーノタメ遺跡の保存及び活用について(諮問) 

 

 

 「デーノタメ遺跡」は、縄文時代中期～後期にかけ、約１，２００年続いた集

落史跡です。集落の北側には低地遺跡が隣接し、平成２０年度の調査では、縄文

時代の漆製品や食の実態を示す植物遺体が多数出土したため、全国的に注目さ

れました。 

 教育委員会では、この遺跡を将来にわたって保存及び活用を図る必要がある

と考えています。 

 つきましては、文化財保護法の趣旨を踏まえ、遺跡の保存方法と活用の基本的

な方針についてご審議くださいますよう諮問いたします。 

資料５ 



北 文 審 発 第 １ 号  

令和 2年 2 月  日  

 

北本市教育委員会 

教育長 清水 隆 様 

 

 

  北本市文化財保護審議会  

会  長 下 村  克 彦 

 

 

デーノタメ遺跡の保存及び活用について（答申） 

 

 

令和２年1月27日付け北教文発  号で諮問のあったこのことついて、

当審議会で慎重に審議した結果、歴史上重要な遺跡として認めましたので、

その保存と活用について別紙のとおり答申します。 

 

記 

 

 

１ デーノタメ遺跡(№16-039) 

 遺跡の種類 集落跡 

 遺跡の時代 縄文時代中期～後期 

 遺跡の面積 約60,000㎡ 

 所 在 場 所 北本市大字下石戸下630番地外 

  

 



1 デーノタメ遺跡の概要と特徴 

 デーノタメ遺跡は北本市南部の下石戸下地区に所在し、その面積は約 60,000

㎡である。遺跡は縄文中期～後期の集落遺跡で、中期集落は勝坂Ⅲ式期を上限と

して加曾利ＥⅢ式期に至るまで継続する環状集落である。集落の形態は長楕円

形を呈し、その規模は長径が 210ｍを超え「関東最大級」である。また、後期集

落は堀之内Ⅰ式期から加曾利ＢⅠ式期まで続き、浅い谷に沿って弧状に展開し

おり、その規模は弦長で 270ｍと大規模である。本遺跡は約 1,200 年間の長期に

わたって継続しており、集落は中・後期ともに地域の拠点集落として位置付けら

れる。 

集落の広がる台地下の低地では、縄文時代中期及び後期の泥炭層が良好に遺

存している。特に中期の泥炭層は全国的にも調査事例が少なく、調査区からは

クルミ塚や砂道跡等の遺構群が、後期ではトチ塚や木組遺構等の遺構群が検出

されている。また、泥炭層中には多量の漆塗土器を包含しているほか、豊富な

植物遺体を含んでことが本遺跡の特徴となっている。 

 

 

2 デーノタメ遺跡の保存と活用について 

 デーノタメ遺跡は集落の規模が大きく、低地遺跡を伴うために全国的にも稀

有な遺跡である。こうした低地を伴う遺跡は通常の遺跡と比べて情報量が多く、

特に本遺跡では集落と水場の利用形態、縄文中期から後期にいたる生業や環境

の変化を一つの遺跡で明らかにできるという点で他に例を見ない。 

 また、遺跡そのものの遺存状態が極めて良好であり、すでに関東地方において

は、こうした大規模集落遺跡が開発等によってほとんど消失していることから、

希少であるといえる。 

 このようなことから、デーノタメ遺跡を保存し、人と遺跡をつなぐまちづくり

の資源として活用を図るためには、以下の点について留意すべきである。 

 

 

 １ デーノタメ遺跡の保存にあたっては、国指定史跡を目指すこと。 

 ２ 指定の範囲は、文化庁が示した保存範囲を基本とすること。   

 ３ 今後の調査で遺跡の範囲が広がる場合には、保存範囲の追加を検討するこ

と。 

 ４国指定の後は遺跡の特徴を活かし、縄文の里山空間を基調とした整備・活用

計画を策定し実施すること。 

 ５ 遺跡の保存・活用にあたっては、住民と行政が協働し、まちづくりの拠点

とすること。 


